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■平成９年の河川法改正により、河川整備計画の原案に対して「関係住民の意見」を反映させるために

必要な措置を講じるよう追記され、河川管理者は適切に「関係住民の意見」 を反映する必要がある。

→本議題では、関係住民の意見を適切に反映するための聴取方法について意見交換を行う。

１．「関係住民の意見」の位置付け

河川法 第１６条の２
河川管理者は、河川整備基本方針に沿って計画的に河川の整備を実施すべき区間について、当該河川の整備に関する計画（以

下「河川整備計画」という。）を定めておかなければならない。
４ 河川管理者は、前項に規定する場合において必要があると認めるときは、公聴会の開催等関係住民の意見を反映させるた

めに必要な措置を講じなければならない。
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■近年のインターネット・スマートフォンの普及、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を踏まえ、

次の関係住民意見の聴取方法を提案する。

２．熊野川における関係住民の意見聴取方法（案）

河川整備計画（案）策定

河川整備計画原案策定

公聴会
（和歌山県・三重県

・奈良県）

意見提出様式掲載
（ＨＰ）

関係住民意見の整理・反映

意見提出
用紙設置

（懇談会資料閲覧場所）

提出〆切・回収

関係住民意見聴取
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■河川整備計画原案公表・意見募集の記者発表以降、事前申込による公述人の募集を行い、感染症対策に

留意し、流域3県において公聴会を開催する。

２－１．公聴会の実施方法（案）

公聴会応募用紙イメージ（淀川水系の事例）●会 場

流域3県(和歌山県、三重県、奈良県)で公聴会を開催

・和歌山県会場：新宮市を予定

・三重県会場 ：御浜町を予定（紀宝町内の会場確保できないため）

・奈良県会場 ：十津川村を予定

●対象者

流域3県の在住者に限定

●募集方法

募集期間（20日程度）に応募用紙へ意見の概要等を記載し、

郵送または電子メールで事前申込を行う。

●応募用紙記入内容

氏名、電話番号、住所（市町村まで）、年齢（●年代）、意見（自由記述）

●公聴会内容

河川整備計画原案の概要の説明を行い、公述人から意見いただく。

●意見に対する回答

公述人の意見をとりまとめて回答を作成し、ホームページ等で公述人を

匿名とし、公表する。



近畿地方整備局２－２．アンケートの実施方法（案）

■河川整備計画原案公表・意見募集の記者発表以降、意見提出様式（自由記入）をＨＰ掲載または
資料閲覧場所に設置し、意見聴取を実施する。

●意見様式の配布方法

・近畿地方整備局と熊野川懇談会ホームページで電子データによる

意見提出様式（自由記述）を掲載

・懇談会資料閲覧場所28箇所で意見提出用紙（自由記述）配布

●対象者

募集条件なし

●募集方法

募集期間（ 約1ヶ月間）に意見様式を電子メール・郵送により提出する。

●意見様式記入内容

氏名、住所（市町村まで）、電話番号又はメールアドレス、

年齢（●年代）、意見（自由記述）

●意見に対する回答

提出された意見をとりまとめて回答を作成し、ホームページ等で提出者は

匿名とし、公表する。

意見提出様式イメージ（淀川水系の事例）
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３．今後のスケジュール（案）

熊野川河川整備計画（原案）及び意見聴取方法の公表

熊野川河川整備計画（案）の作成

熊野川河川整備計画の策定

令和3年10月31日：今回懇談会

関係知事 関係市町村長意見聴取意見聴取

公聴会
（和歌山県・三重県

・奈良県）

意見提出
様式配布
（ＨＰ）

関係住民意見の整理・反映

意見提出
用紙設置
（資料閲覧場所）

提出〆切・回収

第○回懇談会
・河川整備計画原案について

第○回懇談会
・意見の反映結果の報告
・関係住民意見の反映結果の報告

報告

約1ヶ月間

関係住民意見聴取

学識経験者意見聴取

懇談会
で公表

第○回懇談会
・河川整備計画原案について

学識経験者意見聴取

意見反映
結果の公表


